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(54)【発明の名称】 マルチバンド送受信機能付きジャケット及びそのジャケットを用いたシステム

(57)【要約】
【課題】  携帯に邪魔にならず、携帯していることを感
じさせないで各種の通信サービスを利用できるマルチバ
ンド送受信機能付きジャケットを提供する。
【解決手段】  マルチバンド送受信機能付きジャケット
は、ＴＶ・ラジオ（ＡＭ／ＦＭ）用アンテナ２、携帯電
話用アンテナ３、トランシーバ用アンテナ４及びＧＰＳ
用アンテナ５からなるアンテナ部１と、ユニバーサル・
チューナ７及び制御手段８を有するマルチバンド送受信
部６と、近距離無線機及び有線コネクタからなるＩ／Ｏ
部９と、ヒューマン・インタフェース部１０と、センサ
部１１とで構成され、これら各機器はジャケットにそれ
ぞれ取り付けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各種アンテナを有するアンテナ部と、各
種操作キーを有するコントローラと、スピーカと、体温
検知センサと、心拍検知センサと、制御手段とを衣服の
最適箇所にそれぞれ設けてなるジャケットであって、
前記アンテナ部は、
少なくとも、ＧＰＳアンテナ、携帯電話用アンテナから
なり、これらは前記衣服の上部に設け、
前記制御手段は、前記各種アンテナを用いての信号の変
復調を行う小型軽量の送信制御用ＩＣと、
前記各種センサからのデータを定期的に収集し、該セン
サ値が所定値を越えると判断したとき、前記体温及び心
拍数を音声で前記スピーカから流す手段と、
前記ＧＰＳアンテナからのＧＰＳデータを用いて、当該
ジャケットの位置を求める手段と、
前記各種センサからの各種データを及び前記ジャケット
位置と年月日、時刻とを収集データとして外部に送信さ
せる手段とを有することを特徴とするマルチバンド送受
信機能付きジャケット。
【請求項２】  前記各種データは、許可されいる外部装
置からの転送要求によって送信することを特徴とする請
求項１記載のマルチバンド送受信機能付きジャケット。
【請求項３】  前記外部端末が携帯電話の場合は、前記
収集データを音声に変換して送信する手段とを有するこ
とを特徴とする請求項１又は２記載のマルチバンド送受
信機能付きジャケット。
【請求項４】  前記センサ値が所定値を越えると判断し
たとき、前記コントローラからリセット信号が所定の時
間経過しても入力されないときは、非常事態と判断し
て、記憶した前記収集データを前記アンテナ部を介して
送信させる手段とを有することを特徴とする請求項１、
２又は３記載のマルチバンド送受信機能付きジャケッ
ト。
【請求項５】  複数種のアンテナを有するアンテナ部
と、各種操作キーを有するコントローラと、スピーカ
と、信号送受信部と、体温検知センサと、心拍検知セン
サと、前記アンテナ部の信号の変復調を行う小型軽量の
送信制御用ＩＣを有する制御手段とを衣服の最適箇所に
それぞれ設け、これらのセンサの情報を定期的に収集し
て送信するジャケットとネットワークを介して通信する
各種外部装置からなるシステムであって、
前記外部装置は、地理情報システムを備え、前記ジャケ
ットからの収集データの位置情報を解読し、その位置の
エリアの地図画面を開き、前記位置を色別表示する手段
と、
前記収集データを受信し、該収集データに応じた形式で
グラフ表示する手段とを有することを特徴とするシステ
ム。
【請求項６】  各種アンテナからなるアンテナ部と、各
種操作キーを有するコントローラと、スピーカと、前記
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各種アンテナの信号の変復調を行う小型軽量の制御用Ｉ
Ｃを有する制御手段と、体温検知センサと、心拍検知セ
ンサとを衣服の最適箇所にそれぞれ設け、これらのセン
サの情報を定期的に収集して送信するジャケットとネッ
トワークを前記ジャケットの収集データを収集すると共
に、アクセスのあった各種外部装置に前記収集データを
配信するプロバイダーとからなるシステムであって、
前記プロバイダーは、地理情報システムを備え、前記ジ
ャケットからの収集データの位置情報を解読し、その位
置のエリアの地図に前記位置を割り当て、前記外部装置
から要望があったときに、その外部装置からの要望に応
じた形式で前記収集データを提供する手段と、
前記外部装置からのアクセスによって、前記収集データ
を提供したとき、その提供料を課金する手段とを有する
ことを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、各種の通信サービ
スを利用できるマルチバンド送受信機能付きジャケット
に係わり、さらに詳しくは、携帯に邪魔にならず、携帯
していることを特に意識しなくても、常に装着者の位
置、健康状況を提供するマルチバンド送受信機能付きジ
ャケット及びそのジャケットを用いたシステムに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】携帯に邪魔にならず、携帯していること
を特に意識しないでよい通信装置として、例えば特開平
９－２８４８２４号公報に開示されている。この公報に
開示された従来の技術は、名札と受信機とを一体的に構
成した名札型の無線ページング受信機で、受信用アンテ
ナと、復調回路、受信制御回路及びＩＤコード記憶回路
を有する受信部と、ＬＥＤ及び圧電ブザー等を有する呼
出報知部と、電源・給電制御部とからなり、消費電力を
低減するために間欠受信を行うようになっている。
【０００３】受信用アンテナが信号を受信すると、受信
部の復調回路がその信号をビット列の信号に復調し、受
信制御回路がそのビット列の信号をデコードしてＩＤコ
ードを抽出し、ＩＤコード記憶回路に予め格納された自
己のＩＤコードと比較する。そして、受信したＩＤコー
ドが自己のＩＤコードと一致したときは呼出報知部のＬ
ＥＤを点灯させると共に、圧電ブザーを鳴音させる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前述した従来の技術
は、名札に内蔵された受信機を携帯している者を呼び出
すためのもので、受信機能のみであった。
【０００５】また、各種の通信サービスを利用できる機
器として、例えばトランシーバ、携帯電話や、ＧＰＳ、
ＴＶ、ラジオ等、種々あるが、これら機器を携帯して機
器そのものの機能やアプリケーション機能を利用して通
信サービスを受けることは可能であるが、それぞれの通



(3) 特開２００１－２６２４０８

10

20

30

40

50

3
信回線（アンテナ）毎に送受信器（ベースバンド処理）
等が必要であるから装置が大型になって、携帯性に欠け
るものがあった。
【０００６】また、健常者が登山や海等で遭難したり、
持病を有する者が外出先で悪化した場合、意識があると
きは携帯電話等でその旨を連絡できるが、意識不明にな
った場合にはその者の状態を通報する手段がなかった。
【０００７】本発明は、かかる課題を解決するためにな
されたもので、携帯に邪魔にならず、かつ携帯している
ことを感じさせないで各種の通信サービスを利用できる
マルチバンド送受信機能付きジャケットを提供すること
を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１のジャ
ケットは、各種アンテナを有するアンテナ部と、各種操
作キーを有するコントローラと、スピーカと、体温検知
センサと、心拍検知センサと、制御手段とを衣服の最適
箇所にそれぞれ設けてなるジャケットである。
【０００９】前記アンテナ部は、少なくとも、ＧＰＳア
ンテナ、携帯電話用アンテナからなり、これらは前記衣
服の上部に設ける。
【００１０】前記制御手段は、前記各種アンテナを用い
ての信号の変復調を行う小型軽量の１個の送信制御用Ｉ
Ｃと、前記各種センサからのデータを定期的に収集し、
該センサ値が所定値を越えると判断したとき、前記体温
及び心拍数を音声で前記スピーカから流す手段と、前記
ＧＰＳアンテナからのＧＰＳデータを用いて、当該ジャ
ケットの位置を求める手段と、前記各種センサからの各
種データを及び前記ジャケット位置と年月日、時刻とを
収集データとして外部に送信させる手段とを備えたこと
を要旨とする。
【００１１】また、請求項２は、前記各種データは、許
可されいる外部装置からの転送要求によって送信するこ
とを要旨とする。
【００１２】請求項３は、前記外部端末が携帯電話の場
合は、前記収集データを音声に変換して送信する手段と
を有することを要旨とする。
【００１３】さらに、請求項４は、前記センサ値が所定
値を越えると判断したとき、前記コントローラからリセ
ット信号が所定の時間経過しても入力されないときは、
非常事態と判断して、記憶した前記収集データを前記ア
ンテナ部を介して送信させる手段とを有することを要旨
とする。
【００１４】すなわち、本発明のマルチバンド送受信機
能付きジャケットの実施態様によれば、アンテナ部と、
各種操作キーを有するコントローラと、スピーカと、信
号送受信部と、体温検知センサと、心拍検知センサと、
制御手段とを衣服の最適箇所にそれぞれ設ける。
【００１５】そして、体温検知センサにより検知される
前記衣服着用者の体温を記憶すると共に、予め設定され
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たデータと比較し、この比較から非常事態と判断したと
きは記憶した体温及び非常事態時の体温の情報を信号送
受信部とアンテナ部を介して所定の病院又は自宅等に送
信する。
【００１６】また、心拍検知センサにより検知される前
記衣服着用者の心拍数を記憶すると共に、その心拍数か
ら異常と判断したときは当該衣服着用者に呼びかける音
声信号を信号送受信部を介してスピーカに出力し、コン
トローラを通して応答がなかったときは非常事態と判断
して、記憶した心拍数及び非常事態時の心拍数の情報を
信号送受信部とアンテナ部を介して所定の病院及び自宅
に送信する。
【００１７】また、所定時間毎にＧＰＳ情報がアンテナ
部を介して入力されるとその情報を取り込んで位置を求
めて記憶する。
【００１８】そして、非常事態と判断されたときは記憶
した位置情報及び非常事態時の地理情報を信号送受信部
とアンテナ部を介して所定の病院並びに消防署及び自宅
等に送信する。
【００１９】また、振動検知センサが振動を検知したと
き前記衣服着用者が不慮の事故にあったと判断してその
旨の情報及び前記位置情報をアンテナ部を介して所定の
病院、消防署又は自宅に送信する。
【００２０】さらに、水検知センサが所定レベル以上の
水を検知したとき衣服着用者が水の中に落ちたと判断し
てその旨の情報及び前記位置情報をアンテナ部を介して
所定の病院、消防署又は自宅に送信する。
【００２１】また、請求項５のシステムは、複数種のア
ンテナを有するアンテナ部と、各種操作キーを有するコ
ントローラと、スピーカと、信号送受信部と、体温検知
センサと、心拍検知センサと、前記アンテナ部の信号の
変復調を行う小型軽量の送信制御用ＩＣを有する制御手
段とを衣服の最適箇所にそれぞれ設け、これらのセンサ
の情報を定期的に収集して送信するジャケットとネット
ワークを介して通信する各種外部装置からなるシステム
である。
【００２２】前記外部装置は、地理情報システムを備
え、前記ジャケットからの収集データの位置情報を解読
し、その位置のエリアの地図画面を開き、前記位置を色
別表示する手段と、前記収集データを受信し、該収集デ
ータに応じた形式でグラフ表示する手段とを備えたこと
を要旨とする。
【００２３】また、請求項６は、各種アンテナからなる
アンテナ部と、各種操作キーを有するコントローラと、
スピーカと、前記各種アンテナの信号の変復調を行う小
型軽量の制御用ＩＣを有する制御手段と、体温検知セン
サと、心拍検知センサとを衣服の最適箇所にそれぞれ設
け、これらのセンサの情報を定期的に収集して送信する
ジャケットとネットワークを前記ジャケットの収集デー
タを収集すると共に、アクセスのあった各種外部装置に
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前記収集データを配信するプロバイダーとからなるシス
テムである。
【００２４】前記プロバイダーは、地理情報システムを
備え、前記ジャケットからの収集データの位置情報を解
読し、その位置のエリアの地図に前記位置を割り当て、
前記外部装置から要望があったときに、その外部装置か
らの要望に応じた形式で前記収集データを提供する手段
と、前記外部装置からのアクセスによって、前記収集デ
ータを提供したとき、その提供料を課金する手段とを備
えたことを要旨とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】＜実施の形態１＞図１は本実施の
形態１のマルチバンド送受信機能（ウェアラブル・マル
チバンド送受信装置ともいう）付きジャケットの概略構
成図である。図２はウェアラブル・マルチバンド送受信
装置をジャケット１２に設けた場合のそれぞれの各機器
の取り付け位置を示す外観図である。
【００２６】このウェアラブル・マルチバンド送受信装
置は、ＴＶ・ラジオ（ＡＭ／ＦＭ）用アンテナ２、携帯
電話用アンテナ３、トランシーバ用アンテナ４及びＧＰ
Ｓ用アンテナ５からなるアンテナ部１と、ユニバーサル
・チューナ７及び制御手段８を有するマルチバンド送受
信部６と、近距離無線機及び有線コネクタからなるＩ／
Ｏ部９と、ヒューマン・インタフェース部１０と、セン
サ部１１とで構成され、後述するジャケット１２にそれ
ぞれ取り付けられている。
【００２７】前述のアンテナ部１は図２に示すようにジ
ャケット１２の上部に取り付けられるのが好ましい。ま
た、ＧＰＳ用アンテナ５はジャケット１２の肩部に内蔵
されるのが好ましい。
【００２８】ヒューマン・インタフェース部１０は、例
えば、スピーカ１０ａと、マイク１０ｂと、片手操作が
可能なコントローラ１０ｃ（キーボタン付き）と、液晶
ディスプレイ１０ｄとからなり、コントローラ１０ｃと
液晶ディスプレイ１０ｄについてはワイヤレス構造とな
っている。センサ部１１は、例えば、体温検知センサ１
１ａと、電極を有する心拍検知センサ１１ｂと、高所等
から落下したときの振動を検知する振動検知センサ１１
ｃと、海や川等に落ちたときに水を検知する水検知セン
サ１１ｄとからなっている。
【００２９】マルチバンド送受信部６のユニバーサル・
チューナ７は、各アンテナのチューニング機能、変復調
機能及びフロントエンド機能を有し、アンテナ部１を介
して情報が受信されたときはその情報をチューニングし
て復調し、それをスピーカ１０ａ又は液晶ディスプレイ
１０ｄにＩ／Ｏ部９を介して出力する。また、マイク１
０ｂやコントローラ１０ｃからの情報、制御手段８から
の情報を変調し、その情報をフロントエンドによって該
当するアンテナから送信（収集年月、時刻を含む）す
る。
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【００３０】すなわち、ユニバーサルチューナ７は、Ｔ
Ｖラジオ用アンテナ２、携帯電話チューニング、フロー
エンド用アンテナ３（ＰＨＳでもよい）、トランシーバ
用アンテナ４を用いての信号のチューニング、フローエ
ンド、変調、復調等を超小型軽量の１個のＩＣ又は複数
個の超小型軽量のＩＣで実現している。本実施の形態で
は１個として説明する。
【００３１】前記コントローラ１０ｃは、電話番号を入
力するとき、ＴＶやラジオのチャンネルを設定すると
き、また、トランシーバと連絡を取るとき、ＧＰＳで位
置情報を入手するときに操作するためのものである。
【００３２】マルチバンド送受信部６の制御手段８は、
例えばマイクロコンピュータからなり、本発明の体温監
視部８ａと、心拍監視部８ｂと、位置情報取得部８ｃ
と、第１事故判定部８ｄと、第２事故判定部８ｅとを有
し、例えば、体温検知センサ１１ａによって入力される
体温とメモリ（図示せず）に予め格納されたジャケット
着用者の正常時の体温とを比較し、異常に高いときはそ
の体温を情報としてユニバーサル・チューナ７を介して
携帯電話用アンテナ３から監視センター、家庭のいずれ
かに送信する。
【００３３】この送信においては、コントローラ１０ｃ
を用いて送信相手の電話番号を予め設定しておくのが好
ましい。
【００３４】また、心拍検知センサ１１ｂにより検知さ
れる心拍数と前記メモリに格納された正常時の心拍数と
を比較し、心拍数が異常のときは前記と同様にその異常
時の心拍数を情報として送信する。この時、スピーカ１
０ａを介して呼びかけを行い、コントローラ１０ｃを通
じて応答がないときは非常事態（例えば心臓発作等）と
判断してその旨も情報として携帯電話用アンテナ３から
送信する。例えば、心拍数が非常に高いことを音声でス
ピーカに流す。体温検知センサ１１ａからの体温をスピ
ーカから流す（非常事態と判断したときに体温を知らせ
るのが好ましい）。
【００３５】これによって、近くにいる人がこのジャケ
ット１２を着ている人が倒れた場合等は、どのような状
況かをある程度瞬時に判断できるので、適切な処理を敏
速にできる。
【００３６】前述の温度、心拍数等のサンプリング時間
は、コントローラ１０ｃの操作で任意に設定可能であ
る。
【００３７】さらに、体温検知センサ１１ａからの体温
の情報や心拍検知センサ１１ｂからの心拍数の情報を一
定時間毎に（例えば１０分）入力したときメモリに格納
し、前述した非常事態にその情報も送信するようになっ
ている。これは、ジャケット着用者の治療データとして
病院側に提供するためである。
【００３８】振動検知センサ１１ｃが作動したときはジ
ャケット着用者が落下又は交通事故等にあったと判断し
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7
てその旨の情報を送信し、水検知センサ１１ｄが作動し
たときは海や川等に落ちたと判断してその旨の情報を送
信する。振動検知センサ１１ｃ又は水検知センサ１１ｄ
の何れか一方が作動したときは、ＧＰＳ用アンテナ５を
通じて位置情報を入手し、これを携帯電話用アンテナ３
から他の情報と組み合わせて送信してもよい。
【００３９】また、位置情報に関しては例えば１０分毎
に送信するようになっており、この時の地理情報を心臓
発作で倒れたときや遭難の際の捜索情報として役立てる
ためである。
【００４０】なお、各センサの検知に応じて異常情報を
送信する際、例えば病院に設置された監視システム並び
に消防署及び自宅の携帯電話を無線網を介して呼び出す
ようになっている。
【００４１】前述したウェアラブル・マルチバンド送受
信機の各機器は図２に示すようにジャケットに取り付け
られている。このジャケット１２は、水検知センサ１１
ｄが配置されている部分を除いて防水加工が施されてい
る。ＴＶ・ラジオ用アンテナ２はジャケット１２の襟元
にそれぞれ縫い込まれ、携帯電話用アンテナ３は一方の
襟に、トランシーバ用アンテナ４はもう一方の襟にそれ
ぞれ縫い込まれており、また、ＧＰＳ用アンテナ５はジ
ャケット１２の一方の肩部分に縫い込まれている。マル
チバンド送受信部６は一方の襟に縫い込まれ、Ｉ／Ｏ部
９はジャケット１２の胸元に縫い込まれている。
【００４２】スピーカ１０ａは耳近傍の襟にそれぞれ縫
い込まれ、マイク１０ｂは襟を止めるボタンと併用さ
れ、コントローラ１０ｃと液晶ディスプレイ１０ｄはジ
ャケット１２に設けられた一対のポケットに収納されて
いる。体温検知センサ１１ａは身体の脇に当接するよう
にジャケット１２の袖に縫い込まれ、心拍検知センサ１
１ｂは携帯電話用アンテナ３が装着された襟に縫い込ま
れ、振動検知センサ１１ｃと水検知センサ１１ｄはＩ／
Ｏ部９の下方に縫い込まれている。また、ポケット型バ
ッテリ１３がジャケット１２の右胸のポケットに収納さ
れている。
【００４３】従って、小型軽量（厚み１ｃｍ、重さ３０
ｇ程度）のユニバーサルチューナ７で各種アンテナから
の通信を制御し、かつこのユニバーサルチューナ７に各
種センサ、コントローラ等を接続して各機器をジャケッ
トの最適な個所に取り付けているので、携帯に邪魔にな
らず、また携帯していることを感じることなく各種の通
信サービスを利用できる。
【００４４】また、体温検知センサを通して衣服着用者
の健康状態がよくないと判断したとき、また、心拍検知
センサを介して衣服着用者の様態が悪く、コントローラ
を通して応答がなかったときは、入手した情報と位置情
報を所定の病院、消防署、自宅等のいずれかに送信可能
であるので、ジャケット着用者の治療や捜索を速やかに
行える。
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【００４５】また、振動検知センサ又は水検知センサを
通して異常を検知したとき、その旨の情報及び位置情報
を所定の病院、消防署、自宅に送信するようにしたの
で、ジャケット着用者の捜索や治療を速やかに行える。
【００４６】また、コントローラの操作により位置情報
の入力指示を受けたときアンテナ部から地理情報を取り
込んで、ディスプレイに表示するようにしたので、ジャ
ケット着用者にとっては、例え迷っても自分の現在位置
を知ることができる。
【００４７】＜実施の形態２＞次に、前記のように構成
されたマルチバンド送受信機能付きジャケット１２は、
実際は図３に示すシステム構成で使用される。
【００４８】この図３の説明を実施の形態２として説明
する。図４は実施の形態２を説明するシーケンス図であ
る。
【００４９】まず平常時に本送受信機を利用したときの
動作を説明し、その次に非常時の動作を説明する。
【００５０】ＴＶやラジオ、携帯電話及びトランシーバ
の利用については周知技術であるため、これらの動作に
ついては省略する。なお、それらの機能を使用する場合
は、ジャケット１２のポケットに収納されたコントロー
ラ１０ｃを取り出して目的に応じたキー操作を行う。Ｔ
Ｖ又はラジオを利用する場合はチャンネルを選択し、携
帯電話として用いる場合は電話番号をコントローラから
入力し、逆に着信があった場合はコントローラで応答操
作を行う。また、トランシーバを利用するときは専用の
キーを操作することにより送受信が可能になる。
【００５１】一方、マルチバンド送受信部６の制御手段
８は、コントローラ１０ｃのキー操作によって本送受信
機に電源が入ったときから、体温検知センサ１１ａから
の体温の情報と心拍検知センサ１１ｂからの心拍数の情
報を取り込んでメモリに格納し、時間の測定を行ってい
る。体温と心拍数の各情報については予め定められたメ
モリ容量がいっぱいになる毎に新しい情報と書き換える
ようにしている。この容量は、ジャケット着用者の治療
データとして役立つのに必要な最少限のメモリ容量であ
る。
【００５２】前述した測定時間が１０分を経過すると、
ユニバーサル・チューナ７を制御してＧＰＳによる位置
情報を取り込んで病院２２の監視センターに無線網２１
を介して送信し、これを１０分毎繰り返し行う。
【００５３】また、各家庭の携帯電話に送信する場合
は、その携帯電話の形式に応じてデータを送信する。ｉ
モード機能付きの携帯電話の場合は、例えば心拍数をグ
ラフデータで送信し、一般の携帯電話の場合は、心拍
数、体温等を音声変換して送信する。これによって、各
家庭でも常にジャケットの装着者の状況を知ることがで
きる。
【００５４】また、その制御手段８は、コントローラ１
０ｃのキー操作によって位置情報の取り込み指示を受け
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た場合は、ＧＰＳ用アンテナ５を通じてＧＰＳ情報を受
信して位置を求め、この位置をスピーカ１０ａに出力し
て音声で知らせると共に、液晶ディスプレイ１０ｄに表
示する。
【００５５】通話料を無視できる場合は、前述の動作で
監視センター（病院、消防署、競技センター等）に各種
データを送ることが可能であるが一般には、通話料は無
視できない。そこで、図４に示すようなシーケンスで通
信を行うのが好ましい。
【００５６】図４はコントローラを用いてセンターに対
して各種データを送信するモードに設定される場合のシ
ーケンス図である。
【００５７】センター側は図３に示すように、地理情報
システムを備え、ジャケット１２から送られてくる位置
データの地域図を表示する機能及び体温データ、心拍デ
ータ等をアナログ表示する機能を備えた監視システムを
備えている。
【００５８】そして、センター側は必要に応じて（時間
又は手動）、無線網２１を介してジャケット１２に対し
て回線接続要求を行い（ｄ１）、回線が接続された後に
ネゴシェーションを行う（ｄ２）。
【００５９】その後に、センターのＩＤを送信する（ｄ
３）。ジャケット１２の制御手段８は、センターのＩＤ
が許可されている場合は、収集している各種データ（体
温、心拍、水、振動、位置、時間）を送信させる（ｄ
４）。
【００６０】センター側は、ジャケット１２からの各種
データを画面に表示する。例えば、位置情報を解読し、
この位置情報のエリアの地図画面をデータベースから引
き当て画面に表示すると共に、ジャケット位置を色別表
示する。  また、体温、心拍等をグラフで表示する。
【００６１】これによって、センターの監視者（例えば
医師）は、ジャケットを装着している人間の健康、位置
等を瞬時に把握できる。
【００６２】また、ジャケット１２は、異常と判断した
ときは、携帯電話用アンテナ３を用いてセンターと回線
接続、ネゴシェーションを行い（ｄ５、ｄ６）、ジャケ
ット１２のＩＤをセンターに送信する（ｄ７）。センタ
ーではＩＤを認証して許可されているＩＤであればデー
タの受信を受け付ける。
【００６３】そして、ジャケット１２は、異常時と判定
したときの各種データ（異常フラグ付き）をセンターに
送信する（ｄ８）。
【００６４】また、このとき、ジャケット１２は、異常
と判定すると、心拍数、体温等を音声にしてスピーカか
ら流す（ｄ１３）。
【００６５】センター側では、異常フラグが付いたデー
タを受信すると、画面を通常時とは異なる色で表示す
る。これによって、監視者は直ぐにデータをチェックし
て、必要な処置を取る。
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【００６６】また、ジャケット１２は、非常事態と判断
した場合は、直ちにスピーカから非常事態であることを
知らせる（ｄ１４）。例えば、異常と異なる音を発生さ
せる。そして、非常事態音を発してもコントローラのリ
セットボタンが操作されない場合は、直ちにセンターと
回線接続、ネゴシェーションを行い（ｄ９、ｄ１０）、
ジャケット１２のＩＤをセンターに送信する（ｄ１
１）。センターではＩＤを認証して許可されているＩＤ
であればデータの受信を受け付ける。
【００６７】そして、ジャケット１２は、非常事態と判
定したときの各種データ（非常時フラグ付き）をセンタ
ーに送信する（ｄ１２）。
【００６８】また、このとき、ジャケット１２は、非常
と判定すると、心拍数、体温等を音声にしてスピーカか
ら流す（ｄ１５）。
【００６９】センター側では、非常時フラグが付いたデ
ータを受信すると、画面を非常時を知らせる色で表示す
る。これによって、監視者は直ぐにデータをチェックし
て、必要な処置を取る。例えば、ジャケット位置を画面
上から知り、救急車をその位置に出動させる手配をす
る。
【００７０】一方、図５に示すように、家庭の携帯電話
から回線接続がある場合は（ｄ２０）、上記と同様に、
ネゴシェーション、携帯電話からのＩＤの認証を行い、
収集した各種データを音声変換して携帯電話に送信する
（ｄ２２）。
【００７１】従って、家庭で現在どのような健康状態
で、どこの位置にいるかが分かる。この位置の通報に当
たっては、緯度、経度を音声にして知らせる。
【００７２】また、異常、非常時においては上記と同様
に、スピーカから異常、非常事態であることを知らせる
（ｄ２４）。
【００７３】そして、例えば、非常時において、非常事
態音を発してもコントローラのリセットボタンが操作さ
れない場合は、直ちに家庭の携帯電話と回線接続、ネゴ
シェーション、ジャケット１２のＩＤを送信する（ｄ２
２）。
【００７４】このときも同様に、非常、異常時であるこ
とを音声にして送信すると共に、各種データを音声にし
て送信する。
【００７５】前述の非常時の動作の補足説明する。体温
検知センサ１１ａにより検知されるジャケット着用者の
体温がメモリに予め格納された正常時の体温を超える
と、そのメモリに格納されたデータを通して体調の状態
を判別し、その判別結果が非常事態と判断したときは予
め登録された所定の病院２２の電話番号をユニバーサル
・チューナ７に出力して送信させ、これにより病院２２
の監視センターと接続されたときは異常時の体温の情報
とそれまでにメモリに格納した体温の情報を送信する。
【００７６】心拍検知センサ１１ｂにより検知される心
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拍数がメモリに格納されたジャケット着用者の正常時の
心拍数を超えたときはスピーカ１０ａを通してそのジャ
ケット着用者に呼びかけ、コントローラ１０ｃのキー操
作による応答がなかったときは非常事態と判断して前記
病院２２の電話番号をユニバーサル・チューナ７に出力
して送信させ、これによって病院２２の監視センターと
接続されたときは異常時の心拍数とそれまでにメモリに
格納した心拍数の情報、及びメモリに格納した体温の情
報を送信する。
【００７７】そして、そのジャケット着用者の自宅２４
に携帯電話用アンテナ３を介して呼び出しをかけ、接続
されたときは前記情報を数値と文字とで知らせる。な
お、自宅２４の電話がプッシュホン式であった場合はそ
れらの情報を音声信号に変換して送信する。
【００７８】振動検知センサ１１ｃが作動したときはジ
ャケット着用者が落下又は交通事故等にあったと判断
し、また、水検知センサ１１ｄが作動したときは海や川
等に落ちたと判断して、予め登録された消防署２３（１
１９番）をユニバーサル・チューナ７に出力して送信さ
せ、これにより接続されたときはその旨の情報を送信す
る。この時、ＧＰＳによる位置情報を送信する。その
後、前記と同様にジャケット着用者の自宅２４に呼び出
しをかけて前記情報を送信する場合もある。
【００７９】以上のように本実施の形態においては、ウ
ェアラブル・マルチバンド送受信機を構成する各機器を
ジャケットの最適な個所に取り付けているので、携帯に
邪魔にならず、また携帯していることを感じることなく
各種の通信サービスを利用できる。また、非常事態のと
きはジャケット着用者の状態を知らせる情報を病院、消
防署及び自宅に自動的に送信すると共に、地理情報も送
信するようにしたので、ジャケット着用者の治療や捜索
を速やかに行える。
【００８０】＜実施の形態３＞前記の実施の形態は、無
線網２１を介して病院２２、消防署２３又は自宅２４の
いずれかに情報を送信するようにしているので、それぞ
れが同時にリアルタイムでジャケット１２の装着者の状
況を知ることができない。
【００８１】そこで、図６に示すように、ジャケット１
２のマルチバンド送受信部６は、携帯電話用アンテナ３
を用いて、プロバイダー２６と通信を行い。収集したデ
ータをプロバイダー２６に送信する。
【００８２】つまり、図６に示すように無線網２１と有
線網（インターネット）２５とを介して病院２２、消防
署２３、自宅２４、マスコミ２７等が必要に応じてプロ
バイダー２６にアクセスしてもよい。
【００８３】このプロバイダー２６は、地理情報システ
ムを備え、ジャケット１２から位置データを地理情報に
基づいて解読し、どこにいるかを知らせる。例えば、市
内であれば、Ａ市Ａ町Ａ丁目、何番というデータにす
る。また、山であれば、Ｂ山の何合目、何エリアという
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データにする。従って、センター側で地理情報システム
を備えなくともよい。
【００８４】また、プロバイダー２６は、配信機能を備
え、非常時の情報をセンター又は家庭に送信するように
してもよい。その場合、病院２２や自宅２４と連絡がつ
かないときは、インターネット２５を介してプロバイダ
ー２６に非常時の情報を一時的に格納して、プロバイダ
ー２６からその非常時の情報を流すようにする。また、
ジャケット着用者が登山や海で遭難した場合、前述のよ
うに地理情報と共に、その旨の情報をマスコミ２７等に
取り込ませる。これは、捜索に必要な新たな情報が得ら
れる可能性があるからである。
【００８５】さらに、プロバイダー２６は、金融機関２
８に接続され、図７に示すように定期的にジャケット１
２と通信を行い、ジャケット１２が収集した各種データ
を収集する。
【００８６】そして、プロバイダー２６に対して許可さ
れている端末（センター、家庭、マスコミ）がアクセス
したとき、収集したデータを提供し、端末の所有者の口
座からその使用料に応じた金額を引き落とさせる機能を
備えている。
【００８７】なお、前述した本発明の実施の形態では、
通信サービスとして、ＴＶ・ラジオ、携帯電話、トラン
シーバ及びＧＰＳを利用したことを述べたが、アマチュ
ア無線の機能を付加して遠方者との情報交換や、山等で
遭難したときの通信をできるようにしてもよい。また、
Ｉ／Ｏ部９には近距離無線機が内蔵されているので、例
えば釣り船に設置された魚群探知機（図示せず）と無線
で接続してその情報を液晶ディスプレイ１０ｄに表示す
るようにしてもよい。
【００８８】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、マルチバ
ンド送受信機能を構成する各種アンテナからなるアンテ
ナ部をジャケットの上部に取り付け、これらのアンテナ
を用いての信号の変調、復調を小型軽量の送受信用ＩＣ
で構成してジャケットに取り付け、かつコントローラを
最も操作容易な箇所に取り付けると共に、体の状況及び
位置を検知する各種センサ及びスピーカを最適な個所に
取り付けている。
【００８９】このため、携帯に邪魔にならず、また携帯
していることを感じることなく各種の通信サービスを利
用できると共に、体の状況を検知するセンサーからの出
力が予め記憶されている所定値を越えたとき、そのセン
サー名と出力値をスピーカで流すので、付近にいる人、
ジャケットを来ている人は直ちに最適な処置を施すこと
ができるという効果が得られている。
【００９０】また、位置情報、体の状況、年月日時刻を
収集データとして、外部に送信するので、外部からジャ
ケットを装着した人の状況を常に監視できるという効果
が得られている。
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【００９１】例えば、体温検知センサを通して衣服着用
者の健康状態がよくないと判断したとき、また、心拍検
知センサを介して衣服着用者の容体が悪く、コントロー
ラを通して応答がなかったときは、入手した各種データ
と位置情報を病院、消防署又は自宅に送信する。従っ
て、ジャケット着用者の治療や捜索を速やかに行えると
いう効果がある。
【００９２】さらに、各種センサの結果、位置を音声で
携帯電話に対して送信するので、例えば家庭でジャケッ
ト装着者の状況を容易に把握できる。
【００９３】また、本発明の請求項５のシステムによれ
ば、ジャケットからの収集データの位置情報を外部装置
（センター）が解読し、その位置のエリアの地図画面を
開き、この位置を色別表示すると共に、ジャケットから
の収集データを、その収集データの種類に応じた形式で
グラフ表示する。
【００９４】このため、端末（センター）側でジャケッ
ト装着者の状況及び位置を容易に把握できるという効果
が得られている。
【００９５】さらに、請求項６のシステムによれば、プ
ロバイダーがジャケットからの収集データを収集し、外
部装置からアクセスがあったとき、ジャケット装着者の
位置を示す地図と体の状況を示すセンサのデータをグラ
フ等で、或いはこれらを音声にして提供するので、例え
ば監視センター（病院）と家庭とマスコミ等で何時で
も、同時にジャケット装着者の状況を知ることができる*
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*という効果が得られている。
【００９６】また、プロバイダーは、ジャケットからの
収集データを提供するとき、そのアクセス端末の所有者
の口座に対して課金を行う。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係るマルチバンド送受
信機能付きジャケットの概略構成図である。
【図２】ウェアラブル・マルチバンド送受信装置をジャ
ケット１２に設けた場合のそれぞれの各機器の取り付け
位置を示す外観図である。
【図３】実施の形態２のシステム構成図である。
【図４】実施の形態２を用いたセンターとジャケットと
の通信シーケンス図である。
【図５】実施の形態２を用いたジャケットと携帯電話と
の通信シーケンス図である。
【図６】実施の形態３のシステム構成図である。
【図７】実施の形態３の通信シーケンス図である。
【符号の説明】
１  アンテナ部
６  マルチバンド送受信部
７  ユニバーサル・チューナ
８  制御手段
９  Ｉ／Ｏ部
１０  ヒューマン・インタフェース部
１１  センサ部
１２  ジャケット

【図１】
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